
支援内容

（別添資料１）

　　　　　事業所名　　　　児童デイサービスにじいろ立石　　支援プログラム　　　　　　作成日　令和６年　１０月　２５日

法人（事業所）理念 重心のデイサービスとして安全を最優先として、保護者に寄り添い問題点と日頃の成長を共有する事で改善を目指す

支援方針 看護師・理学療法士の専門分野を最大限発揮して安全に過ごす時間の提供を目指す

営業時間
平日１４時００分から１７時００分まで

土・祝・長期休暇１０時３０分から１６時３０分まで
送迎実施の有無 〇あり なし

認知・行動
①認知機能向上　〇絵文字・ジェスチャ-等により意思の理解を深める

②行動範囲拡充　〇近隣の散歩等で季節の変化を感じ取る活動

言語

コミニュケーション

①言語の理解　　〇言語発声が困難な児童は絵文字・絵カードを用いて意思伝達が伝わるよう支援する

②コミニュケーション　〇積極的に指差し・身振り等で話しかける

人間関係

社会性

主な行事 ①定期的に避難訓練　②誕生日会（月１回）　③お祭り（ひな祭り・節句）　　⑥ハロウインパーテイ　⑦クリスマス会　　⑦紙芝居

①人間関係の構築　〇担当スタッフが偏ることなくコミニュケーションの手段を活用して意思の疎通を図る

②社会生活参加　　〇一般社会の生活が難しい場合に備えて、他人との言動・行動が理解できるよう支援する

家族支援
相談支援及び個別面談に於いて保護者との関係

を築き問題点を共有し対応の検討する
移行支援

ジェスチャーを交えた会話でコミニュケー

ションの力を養う

地域支援・地域連携
災害時の対応に避難訓練を地域の人達を交えて

実施
職員の質の向上 看護師・理学療法士による職員研修実施

本

人

支

援

健康・生活
➀健康管理　　　〇毎回の体温測定　〇顔色の目視　〇異常時のパルスオキシメーターの測定

②生活管理　　　〇緊急時に備え毎日２名以上の看護師を配置　〇医療機関との連携強化

運動・感覚
①運動機能　　　〇理学療法士を配置により個々の見合った身体訓練を施す

②感覚　　　　　〇聴覚を養うため支援室は常に音楽を流して支援する


